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月
９
日
、
文
化
む
ら

１２
で
、
「
町
発
足
　
周
年
記

６０

念

フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
  

O
IZ

U
M
I
D
R
E
A
M
S
T
O
N
E

」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど

も
た
ち
は
誰
も
が
皆
、
輝
く

宝
石
の「
原
石
」
。さ
ま
ざ
ま

な
選
択
肢
の
中
か
ら
将
来

の
夢
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
大
泉
国
際
交
流

協
会
と
共
催
で
こ
の
ス
テ
ー

ジ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
モ
デ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
出
演
し

た
の
は
、
６
～
　
歳
の
子

１７

ど
も
た
ち
。
大
ホ
ー
ル
の

中
に
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
ラ
ン
ウ
ェ
イ
が
設
営
さ

れ
、
　

人
の
モ
デ
ル
た
ち

５１

が
「
キ
ュ
ー
ト
」
、
「
エ
レ

ガ
ン
ト
」
、「
ク
ー
ル
」
、「
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
」
の
４
つ

の
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
お
気
に
入
り
の
衣
装

を
身
に
ま
と
い
ま
し
た
。

▼
本
番
約
２
か
月
前
　
プ

ロ
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
指
導
や
衣
装
合
わ
せ
、

12/09

bunka-mura
14:00～

子
ど
も
た
ち
は
皆
、

大
事
な
「
原
石
」
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服
の
見
せ
方
な
ど
を
教
わ

り
、
こ
の
日
か
ら
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
向
け
た

練
習
が
ス
タ
ー
ト
。

▼
本
番
前
日
　
音
響
・
照

明
・
ラ
ン
ウ
ェ
イ
な
ど
全

て
が
そ
ろ
っ
た
環
境
で
最

後
の
練
習
を
し
た
子
ど
も

た
ち
は
本
番
の
ス
テ
ー
ジ

で
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
ま
し
た
。

▼
い
よ
い
よ
本
番
当
日
　

群
馬
県
美
容
専
門
学
校
の

学
生
に
メ
イ
ク
を
仕
上
げ

て
も
ら
い
、
ド
レ
ス
ア
ッ

プ
し
た
子
ど
も
た
ち
が
登

場
。
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
、
笑
顔
と
拍

手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

▲鏡を見て、立ち位置を確認！ ▲舞台映えをするようにメイク

もバッチリ！

▲開場前に多くの人が訪れまし

た
▲町内企業様よりデザートや飲

み物を提供していただきました

▲熱心にウォーキングレッスン

に励みました

町発足６０周年記念
ファッション・パフォーマンスショー

izumiizumi

←村山町長とレッスン

講師の 清  水  春  名 さん
し みず はる な

（左）・ 芹  沢  佳  代 さん
せり ざわ か よ

がスペシャルゲストと

して登場しました。
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町
で
は
、
平
成
　
年
４
月
に

３０

小
・
中
学
校
に
新
入
学
予
定
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
ご
家
庭
へ
、
新
入
学
前
の

平
成
　
年
２
月
に
新
入
学
準
備

３０

費
を
支
給
し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
人

・
平
成
　
年
２
月
１
日
時
点
で

３０

大
泉
町
に
在
住

・
平
成
　
年
４
月
に
小
・
中
学

３０

校
に
新
入
学
予
定

・
「
平
成
　
年
度
就
学
援
助
制

２９

度
」
の
認
定
基
準
で
「
準
要

保
護
」
の
基
準
に
該
当

□
支
給
額

・
小
学
校
…
４
万
６
０
０
円

・
中
学
校
…
４
万
７
４
０
０
円

□
申
請
書
配
布
お
よ
び
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
場
所

・
庶
務
課
（
３
階
　
番
窓
口
）

２１

・
町
内
各
小
・
中
学
校

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）

□
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
、
次
の
場
所
に

提
出
す
る

・
小
学
校
…
新
入
学
予
定
の
小

学
校

・
中
学
校
…
現
在
在
学
し
て
い

る
小
学
校

□
申
請
期
間
　
平
成
　
年
１
月

３０

９
日
峨
～
　
日
我

３１

□
支
給
日
　
平
成
　
年
２
月
　

３０

２３

日
画
予
定

※
町
で
は
、
新
入
学
準
備
費
以

外
に
も
、
就
学
に
必
要
な
費
用

（
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な

ど
）
の
一
部
に
つ
い
て
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

庶
務
課
へ
。

　
新
入
学
準
備
費
の
入
学
前
支
給
を
行
い
ま
す

　
庶
務
課
　
　
　
　
　
内
線
３
０
１

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る

こ
と
の
で
き
る
有
形
の
固
定
資

産
で
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計

算
上
、
減
価
償
却
の
対
象
と
な

る
資
産
を
い
い
ま
す
。

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
商

店
、
不
動
産
賃
貸
業
な
ど
を
営

ん
で
い
る
場
合
、
所
有
し
て
い

る
事
業
用
資
産
（
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
）
に
は

償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税

が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
売
電
目
的
で
太
陽
光

発
電
設
備
（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

発
電
）
を
設
置
し
た
場
合
も
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
登

記
簿
な
ど
に
よ
り
課
税
対
象
が

把
握
で
き
ま
す
が
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
が
な
い
た
め
、
地
方
税
法

第
３
８
３
条
に
よ
り
申
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
平
成
　
年
１
月

３０

１
日
現
在
の
所
有
資
産
に
つ
い

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
な
ど
は
、
　

月
上
旬
に
発
送

１２

し
て
い
ま
す
。
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
で
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
の
申
告

２８

か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
ま
た
は
法
人
番
号
）
の
記

載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
償

却
資
産
申
告
書
へ
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
提
出
期
限
　
平
成
　
年
１
月

３０

　
日
我

３１
※
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h
ttp
://w
w
w
.tow
n
.oiz

u
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税

務
課
資
産
税
係
へ
。

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
８

Oizumi

Town

Oizumi

Town

町 からあなたへ…からあなたへ…

NewsNewsNews
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町
で
は
、
平
成
　
年
度
に
母

３０

子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
が

小
・
中
学
校
に
入
学
・
進
学
予

定
の
家
庭
に
対
し
て
支
度
金
を

支
給
し
ま
す
。
高
校
進
学
を
予

定
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
４
月
に
受
付
予
定
で

３０

す
。
　
な
お
、
町
内
の
学
校
以
外
に

入
学
な
ど
す
る
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
受
給
資
格
　
離
婚
な
ど
に
よ

り
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家

庭
と
な
っ
た
人
や
父
母
の
い

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す

人
・
町
内
に
居
住
し
て
い
る

・
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を

扶
養
し
、
か
つ
、
当
該
児
童

と
同
居
し
て
い
る

・
前
年
所
得
に
対
し
て
、
所
得

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
□
支
度
額

・
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の

前
期
課
程
お
よ
び
特
別
支
援

学
校
の
小
学
部
を
含
む
）
に

入
学
予
定
の
人
…
１
万
円
 

・
中
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の

後
期
課
程
、
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
お
よ
び
特
別
支

援
学
校
の
中
学
部
を
含
む
）

に
進
学
予
定
の
人
…
１
万
５

０
０
０
円
 

□
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
、
子
育
て
支
援

課
（
吉
田
２
４
６
５
　
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

申
請
す
る

□
申
請
期
間
　
平
成
　
年
１
月

３０

　
日
俄
～
　
日
我
　
午
前
８

２２

３１

時
　

分
～
午
後
５
時
　

分

３０

１５

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
を
す
る

と
支
度
金
の
支
給
時
期
が
遅
く

な
り
ま
す
の
で
、
期
日
を
守
っ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.tow
n
.oizu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
等
の
入
学
及
び
進
学
支
度
金

　
子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
2
6
3
1

55

　１１月９日開催の第５８回全国スポーツ推進

委員研究協議会茨城大会において、町スポー

ツ推進委員会長の 小  林  一  夫 氏と同委員副会
こ ばやし かず お

長の 細  田  紀  明 氏が、永年にわたる地域スポー
ほそ だ のり あき

ツの普及振興に寄与した功績が認められ表彰

されました。

　小林一夫氏は、町ス

ポーツ推進委員、県ス

ポーツ推進委員協議会理

事を務められ、その功績

からスポーツ推進委員功

労者として文部科学大臣

表彰を受賞しました。

　細田紀明氏は、３０年勤

続スポーツ推進委員とし

て全国スポーツ推進委員

連合会長より感謝状が贈

呈されました。

　両氏の受賞を心よりお

喜び申し上げますととも

に、今後の更なるご活躍

をご期待申し上げます。

※詳しくは、スポーツ文

化振興課（内線３０４）へ。

ヘルプカードを作成しました！
　町では、手話言語条例の制定に伴い、ヘル

プカード（意思表示カード）を作成しました。

□ヘルプカードとは　障害やその他の理由に

より、緊急時に助けてほしい内容を伝えに

くい人が、身近な人に助けて欲しい情報を

伝えるためのカードです（カードへ事前に

記入しておくことが必要です）

□配布対象　障害のある人やヘルプカードを

必要とする人

□配布場所　福祉課（吉田２４６５　保健福祉総

合センター内）

※重度の障害をお持

ちの人には、平成３０年

１月に郵送します。詳し

くは、福祉課障害福祉

係（緯５５・２６３１）へ。

永年の功績が認められました

おめでとうございます

細田紀明氏

（２７区・５６歳）

小林一夫氏

（２１区・７３歳）
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町
で
は
、
町
内
の
障
害
者
就
労

施
設
の
受
注
の
機
会
を
確
保
し
、

就
労
施
設
へ
通
う
障
害
者
の
工
賃

な
ど
の
向
上
に
つ
な
げ
、
障
害
者

の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
発

注
事
業
者
に
対
し
、
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

□
申
請
受
付
期
間
　
平
成
　
年
１

３０

月
４
日
　
～
３
月
　
日
　
　
午

（木）

３０

（金）

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
対
象
　
平
成
　
年
１
月
～
　
月

２９

１２

に
、
町
内
の
障
害
者
就
労
施
設

か
ら
物
品
な
ど
の
調
達
を
行

い
、
市
区
町
村
税
を
完
納
し
て

い
る
事
業
者

□
奨
励
金
額
　
発
注
年
間
総
額

（
消
費
税
を
除
く
）
に
　
分
の
１

１０

を
乗
じ
た
額
（
１
０
０
０
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）
た
だ

し
、
　

万
円
を
上
限

３０

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持
参

の
上
、
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
吉

田
２
４
６
５
　
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申
請
す
る

□
必
要
書
類

・
大
泉
町
障
害
者
就
労
施
設
発
注

奨
励
金
交
付
申
請
書

・
障
害
者
就
労
施
設
と
の
業
務
契

約
書
の
写
し

・
受
注
証
明
書

・
納
税
証
明
書
（
発
注
事
業
者
の

所
在
地
が
町
内
に
あ
る
場
合

は
、
町
税
等
調
査
閲
覧
同
意
書

情
報
情
報
情
報
情
報
情
報

く
ら
し
の

I
n

fo
r
m

a
tio

n
 O

iz
u

m
i

�
�
�
�

�
�
�
�

で
代
用
可
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（
緯
　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

　
平
成
　
年
　
月
か
ら
実
施
し
て

２９

１０

い
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
遅
れ
に
よ

り
、
平
成
　
年
度
に
つ
い
て
は
予

２９

防
接
種
実
施
期
間
を
延
長
し
ま

す
。
ま
だ
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
人
は
期
間
中
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
予
診
票

は
す
で
に
届
い
て
い
る
も
の
を
そ

の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

□
延
長
期
間
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

３１

日
　
ま
で

（水）

※
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な

ら
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の

手
洗
い
・
う
が
い
が
大
切
で
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
住
民
活

動
団
体
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ネ
ル
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
地
域
を
楽
し
く
す
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
の

大

泉

町

障

害

者

就
労
施
設
発
注
奨
励
金

福
祉
課

□期日　平成３０年１月６日松

□時間　午前９時３０分～

□場所　文化むら北側駐車場および

大ホール（朝日５－２４－１）

□内容　姿勢服装観閲、一斉放水、

消防職員意見発表、消防団員によ

るまといの披露など

※どなたでもご覧いただけますの

で、お気軽にお越しください。詳し

くは、安全安心課危機管理係（内線

２２６）へ。協
働
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ネ
ル
展

国
際
協
働
課

消

防

出

初

式

前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回ののののののののののののののののののののの様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様前回の様子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
実
施
期
間
を
延
長

健
康
づ
く
り
課

【広告】【広告】

広　告 広　告
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で
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

□
期
間
　
平
成
　

年
１
月
　

日

３０

２６

　
～
２
月
２
日
　
（
な
お
、
開
始

（金）

（金）

日
の
平
成
　
年
１
月
　
日
　
は

３０

２６

（金）

午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
の
平

成
　
年
２
月
２
日
　
は
午
後
１

３０

（金）

時
ま
で
の
展
示
と
な
り
ま
す
）

□
場
所
　
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
（
吉

田
２
４
６
５
）

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
内

線
２
１
３
）
へ
。

　
図
書
館
で
は
、
資
料
の
所
蔵
確

認
の
た
め
、
蔵
書
点
検
を
行
い
ま

す
。
 
期
間
中
は
休
館
と
な
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
休
止
と
な

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
資
料
の
返
却
は
正
面
入

口
脇
の
「
返
却
ポ
ス
ト
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

ビ
デ
オ
は
壊
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
返
却
ポ
ス
ト
に
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
必
ず
開
館
後
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

□
蔵
書
点
検
期
間
　
平
成
　
年
１

３０

月
　
日
　
～
２
月
１
日
　

２６

（金）

（木）

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

　
最
近
、
犬
や
猫
に
よ
る
用
便
や

鳴
き
声
な
ど
の
苦
情
が
増
え
て
い

ま
す
。
次
の
飼
い
方
に
注
意
し
、
家

族
の
一
員
と
し
て
周
り
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て

・
犬
の
生
涯
に
１
回
の
登
録
と
年

に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

・
犬
の
係
留
（
つ
な
い
で
飼
う
）

は
、
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
つ
な

い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

・
用
便
を
足
し
た
い
、
運
動
不
足
、

居
心
地
が
悪
い
な
ど
の
状
態
に

な
る
と
、
無
駄
吠
え
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
度
に
散

歩
を
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

・
散
歩
の
時
に
、
犬
が
し
た
ふ
ん

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
行
っ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
苦
情
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
袋
な

ど
を
用
意
し
、
必
ず
ふ
ん
を
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う

・
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
た
子
犬

は
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り

し
て
、
野
良
犬
を
増
や
す
原
因

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子

犬
を
望
ま
な
い
飼
い
主
さ
ん
は

去
勢
・
避
妊
手
術
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う

■
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

　
猫
に
は
犬
と
違
い
、
係
留
義
務

や
登
録
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ど
の
よ
う
な
飼
い
方
を
し
て
も
い

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

情報情報くらしの
Information

■給食用食材の放射性物

質測定結果について

　県では、給食用食材に

ついて、次のとおり放射性

物質（放射性ヨウ素１３１、

放射性セシウム１３４・１３７）

の検査を行いました。

【学校給食用食材】

□期日　１１月８日

□対象　町内の学校給食

用食材

・群馬県産キャベツ

□結果　不検出

【町内保育園給食用食材】

□期日　１１月２日・２２日・

２９日・３０日

□対象　町内保育園給食

用食材

・北海道産玉ねぎ、

　にんじん

・青森県産だいこん

・茨城県産キャベツ、

　白菜、レタス

・栃木県産ブロッコリー

・千葉県産キャベツ、

　にんじん

□結果　不検出

■水道水の安全性

　１２月１２日に東部地域

水道浄水場（千代田町）

で県が行った測定結果で

は、放射性物質は検出さ

れず、飲用に支障がない

ことが確認されていま

す。

東日本大震災
関連情報

【広告】

・
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
た
子
猫
は
、

捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
野

良
猫
を
増
や
す
原
因
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
子
猫
を
望
ま
な

い
飼
い
主
さ
ん
は
去
勢
・
避
妊
手

術
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

・
迷
子
に
な
っ
た
時
の
た
め
に
首

輪
や
迷
子
札
（
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
）
を
着
け
ま
し
ょ
う

・
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い
ま

し
ょ
う

・
自
宅
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
し

つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う

・
エ
サ
を
あ
げ
る
だ
け
の
飼
い
方

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

□
注
意
事
項
　
公
園
な
ど
で
野
良

猫
に
エ
サ
を
与
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
猫
の
飼
い
主
と
し
て
き

ち
ん
と
自
宅
で
世
話
を
し
、
責
任

あ
る
飼
い
方
を
お
願
い
し
ま
す

※
町
で
は
、
飼
い
犬
お
よ
び
飼
い

猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
費
用
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内

線
１
３
２
）
へ
。

【広告】
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蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館

図
書
館

犬

・

猫

の

飼

い

方

環
境
課
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子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
も
ち
つ

き
」
や
簡
単
な
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、

地
場
産
の
も
ち
米
で
作
っ
た
「
き

な
こ
餅
」
を
み
ん
な
で
食

べ
ま

し
ょ
う
。
も
ち
つ
き
会
・
も
り
も

り
ク
イ
ズ
は
、
当
日
午
前
　
時
　

１０

３０

分
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

１４

（日）

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

【
も
り
も
り
ク
イ
ズ
】

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

【
も
ち
つ
き
会
】

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１１

□
対
象
　
小
学
生
以
下
（
未
就
学

児
童
は
保
護
者
同
伴
）

【
 和
  楽
 に
よ
る

わ
 
ら
く

 虎
  舞
 】

と
ら
 
ま
い

　
町
内
保
育
士
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
よ
る
岩
手
県
釜
石
市
の
伝
統

行
事
・
虎
舞
と
和
太
鼓
を
披
露
し

ま
す
。

□
時
間
　
も
ち
つ
き
会
終
了
後

※
詳
し
く
は
、
い
ず
み
の
杜
（
緯

　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０　
お
い
し
い
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
で

は
、「
お
お
い
ず
み
っ
子
食
堂
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２７

（土）

□
時
間
　
正
午
～
（
午
前
　
時
　

１１

３０

分
受
付
開
始
）

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
な
ど

□
定
員
　
　
人
（
当
日
受
付
）

８０

□
メ
ニ
ュ
ー
　
炊
き
込
み
ご
飯
、

と
ん
汁
、
き
ん
ぴ
ら
レ
ン
コ
ン
、

浅
漬
物

□
費
用

・
子
ど
も
…
無
料

・
大
人
…
３
０
０
円

※
メ
ニ
ュ
ー
は
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
い

し
い
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
・
杉
本
さ

ん
（
緯
０
９
０
・
１
８
０
８
・
５

９
６
９
）
へ
。

　
東
児
童
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
目
に
挑
戦
し
て
自
分
の
力
を
試

す
、
ち
び
っ
子
記
録
会
を
行
い
ま

す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２２

（月）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
対
象
　
小
学
生
以
上

□
申
込
開
始
日
　
平
成
　
年
１
月

３０

　
日
　

１０

（水）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

※
詳
し
く
は
、
東
児
童
館
（
緯
　
・
６２

０
１
３
３
）
へ
。

【
歳
末
防
火
運
動
】

　
　
月
　
日
　
～
　
日
　
ま
で
、

１２

２５

（月）

３１

（日）

歳
末
防
火
運
動
の
重
点
期
間
と
し

て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
な
の

で
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
火
災

防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。「
住
宅

防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

□
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

□
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

【
準
備
講
習
会
】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

１８

（木）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
（
太

田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
申
込
方
法
　
平
成
　
年
１
月
４

３０

日
　
～
　
日
　
ま
で
に
、
太
田

（木）

１５

（月）

市
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
各

消
防
署
総
務
・
予
防
係
へ
直
接

申
し
込
む

□
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
・
例
題
集

を
含
む
）

・
太
田
地
区
防
火
安
全
協
会
会
員
…

８
０
０
０
円

・
非
会
員
…
９
０
０
０
円

【広告】 【広告】
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杜

の

も

ち

つ

き

会

い
ず
み
の
杜

ち

び

っ

子

記

録

会

ギ

ネ

ス

に

挑

戦

！

東
児
童
館

お
お
い
ず
み
っ
子
食
堂

お
い
し
い
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト

太
田
市
消
防
本
部
か
ら
の

お

知

ら

せ

太
田
市
消
防
本
部

■前回の様子
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【
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
】

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
１
日
　

３０

（木）

□
時
間
（
い
ず
れ
か
を
１
回
を
受

講
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
（
太

田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
対
象
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の

既
得
者
で
、
引
き
続
き
危
険
物

取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

は
、
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後

に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か

ら
３
年
以
内
に
、
ま
た
は
新
た

に
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
さ

れ
た
人
は
１
年
以
内
に
受
講
し

て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
新
規
に

免
状
を
取
得
し
た
人
は
３
年
以

内
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
）

□
申
込
方
法
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１２

日
　
～
　
日
　
ま
で
に
、
免
状

（金）

２５

（木）

と
群
馬
県
収
入
証
紙
を
持
参
し

て
太
田
市
消
防
本
部
予
防
課
ま

た
は
各
消
防
署
総
務
・
予
防
係

へ
直
接
申
し
込
む

□
受
講
料
　
４
７
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。
群
馬
県
収
入
証

紙
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
）

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
４
日
　

３０

（日）

□
場
所
　
関
東
学
園
大
学
（
太
田

市
藤
阿
久
町
２
０
０
）
ほ
か

□
申
込
方
法
　
平
成
　
年
１
月
４

３０

日
　
～
　
日
　
ま
で
に
、
太
田

（木）

１５

（月）

市
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
各

消
防
署
総
務
・
予
防
係
へ
直
接

申
し
込
む
（
平
成
　
年
１
月
１

３０

日
　
～
　
日
　
ま
で
は
消
防
試

（月）

１２

（金）

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://w
w
w
.sh
ou
b
o-sh
ik

e
n
.or.jp

/

）
か
ら
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
）

□
試
験
手
数
料
（
甲
種
は
実
施
し

ま
せ
ん
）

・
乙
種
…
３
４
０
０
円

・
丙
種
…
２
７
０
０
円

【
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
】

□
期
日
　
平
成
　

年
２
月
７
日

３０

　
・
８
日
　
の
２
日
間

（水）

（木）

□
場
所
　
太
田
市
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
熊
野
町
　２３

の
　
）
１９

□
内
容
　
一
定
規
模
の
施
設
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
防
火
管
理

者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

講
習

□
定
員
　
１
５
０
人

□
申
請
書
配
布
場
所
　
最
寄
り
の

各
消
防
署

□
申
込
方
法
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１０

日
　
・
　

日
　
に
、
県
消
防
設

（水）

１１

（木）

備
協
会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
・

２
１
０
・
８
２
２
３
）
、
ま
た
は

窓
口
へ
提
出
す
る

□
受
講
料
　
６
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部

予
防
課
（
緯
　
・
０
２
０
２
）
へ
。

３３

　
最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
県
内
の
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最

低
賃
金
）
は
平
成
　
年
　
月
７
日

２９

１０

か
ら
改
正
発
効
し
て
い
ま
す
。
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
平
成

　
年
　
月
　
日
か
ら
改
正
発
効
し

２９

１２

２２

て
い
ま
す
。

□
県
最
低
賃
金
　
１
時
間
７
８
３

円
□
特
定
最
低
賃
金

・
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
…
１

時
間
８
７
６
円

・
一
般
機
械
器
具
製
造
業
…
１
時

間
８
６
５
円

・
電
気
機
械
器
具
製
造
業
…
１
時

間
８
６
５
円

・
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
…
１

時
間
８
６
５
円

※
群
馬
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt

p
://g
u
n
m
a
-rou
d
ou
kyoku

.jsite
.m
h

lw
.g
o
.jp
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
（
緯

０
２
７
・
８
９
６
・
４
７
３
７
）へ
。

姿みみよりOIZUMI番組表
ＦＭラジオ放送

ＦＭラジオ76.7MHz１月（睦月）

昼12：50～13：00月～金曜日

町長・議会議長から新年

の挨拶
１日捷・３日昌・５日晶

健康づくり課からのお知らせ
～各種けんしん～

２日昇・４日昭

町の新鮮な話題をご紹介！８日捷・１０日昌・１２日晶

町公民館のお知らせ
～公民館情報～

９日昇・１１日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１５日捷・１７日昌・１９日晶

図書館へ行こう！
～図書館あれこれ～

１６日昇・１８日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２２日捷～２６日晶

町の新鮮な話題をご紹介！２９日捷～２月２日晶

TwitterとFacebookで情報発信しています！

https://twitter.com/oizumi_koho

https://www.facebook.com/oizumi.town

姿保健カレンダー 健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり課課課課課課課課課課健康づくり課　緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２・２６３２

１月

受 付 時 間対　 　 象　 　 者種　 　 　 　 目曜日日

午前９：３０～１１：００乳幼児とその保護者乳 幼 児 健 康 相 談火９

午後１：００～４：００妊婦およびその家族両 親 学 級金１２

午前９：３０～１１：００希　　望　　者成 人 健 康 相 談月１５

午後０：４５～１：１５Ｈ２７.１２.１～Ｈ２７.１２.３１生２歳児歯科健康診査木１８

午前９：３０～１１：００希　　望　　者成 人 健 康 相 談
月２２

〃乳幼児とその保護者乳 幼 児 健 康 相 談

午後０：４５～１：１５Ｈ２９.９.１～Ｈ２９.９.３０生４か月児健康診査火２３

〃Ｈ２６.１０.１～Ｈ２６.１０.３１生３ 歳 児 健 康 診 査水２４

〃Ｈ２８.６.２１～Ｈ２８.７.２０生１歳６か月児健康診査木２５

〃Ｈ２９.６.１～Ｈ２９.６.３０生７か月児健康診査金２６

午前９：３０～１１：００希　　望　　者成 人 健 康 相 談月２９

◆成人健康相談では、おからだやこころの悩みについて、ご本人やご家族からの
相談に応じています

◆会場は、保健福祉総合センターになります

情報情報くらしの
Information

最

低

賃

金

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

群
馬
労
働
局
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【
「
３
き
り
」
の
実
践
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
】

　
群
馬
県
は
、
県
民
１
人
１
日
当

た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が
、
平
成

　
年
度
の
実
績
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

２７３
位
で
す
。
ま
た
、
市
町
村
の
焼

却
施
設
で
受
け
入
れ
た
ご
み
の
３

割
強
を
占
め
る
生
ご
み
の
削
減
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
減
量
の
た
め
、
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に
「
３
き

り
」
の
実
践
が
あ
り
ま
す
。
特
別

な
道
具
や
準
備
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
「
３
き
り
」
と
は

□
使
い
き
り

・
買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
身

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
献
立
を
考
え
て
、
使
う
物
だ
け

を
買
う

□
食
べ
き
り

・
で
き
る
だ
け
残
さ
ず
に
食
べ
る

・
「
残
り
物
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
」
を

試
す

□
水
き
り

・
生
ご
み
を
ぬ
ら
さ
な
い

・
生
ご
み
の
水
分
を
絞
る
、
乾
燥

さ
せ
る

【
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！
　
　
・
　

３０

１０

運
動
】

　
年
末
年
始
に
行
わ
れ
る
宴
会
で

は
、
特
に
多
く
の
食
べ
残
し
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
「
　
・
　
（
サ
ン
マ
ル
・
イ
チ
マ

３０

１０

ル
）
運
動
」
と
は
、
乾
杯
後
の
　３０

分
間
（
サ
ン
マ
ル
）・
お
開
き
前
の

　
分
間
（
イ
チ
マ
ル
）
は
、
自
分

１０の
席
で
料
理
を
楽
し
み
、
食
べ
残

し
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
運
動
で

す
。
食
べ
残
し
は
、
少
し
の
こ
つ

で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
て

料
理
を
お
い
し
く
食
べ
切
り
ま

し
ょ
う
。

・
予
約
や
注
文
は
適
量
に
す
る

・
宴
会
の
始
め
に
「
料
理
を
み
ん

な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
声
掛
け
を
す

る
・
自
分
の
席
で
料
理
を
食
べ
る
時

間
を
設
定
す
る

・
食
べ
切
れ
な
い
料
理
は
参
加
し

た
人
で
分
け
合
う

※
詳
し
く
は
、
県
廃
棄
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
課
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・

２
８
５
２
）
へ
。

　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

で
は
、
「
こ
ど
も
の
国
の
お
正
月
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間
　
平
成
　

年
１
月
４
日

３０

　
～
８
日
　

（木）

（月）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
分
３０

□
場
所
　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児

童
会
館
（
太
田
市
長
手
町
４
８

０
）

□
内
容
　

・
ベ
ー
ゴ
マ
や
け
ん
玉
、
か
る
た
、

お
手
玉
な
ど
昔
な
が
ら
の
遊
び

の
他
、
家
族
で
遊
べ
る
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
な
ど

・
獅
子
舞
や
餅
つ
き
、
お
茶
会
な

ど
の
日
替
わ
り
イ
ベ
ン
ト

・
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
に
こ
っ
と

ち
ゃ
ん
」
、
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
と
の
記
念
撮

影
（
平
成
　
年
１
月
４
日
　
の

３０

（木）

み
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国

児
童
会
館
（
緯
　
・
０
０
５
５
）へ
。

２５

　
県
畜
産
課
で
は
、「
親
子
で
肉
料

理
！
　
フ
ラ
イ
パ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
３
日
　

３０

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

１
時

□
場
所
　
前
橋
市
第
四
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
日
吉

町
２
の
　
の
　
）

１７

１０

□
内
容
　
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

肉
料
理
を
紹
介
し
ま
す

□
対
象
　
県
内
在
住
の
小
学
３
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
人

と
そ
の
保
護
者

□
定
員
　
　
組
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
県

畜
産
課
へ
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
平
成
　
年
１
月
５

３０

日
　
～
　
日
　

（金）

２２

（月）

□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

□
費
用
　
無
料

※
保
護
者
１
人
に
対
し
て
子
ど
も

１
人
ま
で
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

申
込
用
紙
は
県
畜
産
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、（
緯
０
２

７
・
２
２
６
・
３
１
０
３
）
へ
。

　
防
衛
省
で
は
、
次
の
自
衛
官
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

□
期
日
（
２
日
の
う
ち
１
日
を
受
験
）

①
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２１

（日）

・
場
所
…
相
馬
原
駐
屯
地
（
榛
東

村
新
井
１
０
１
７
の
２
）

・
受
付
期
限
…
平
成
　
年
１
月
　

３０

１７

日
　（水）

②
平
成
　
年
２
月
３
日
　

３０

（土）

・
場
所
…
新
町
駐
屯
地
（
高
崎
市

新
町
１
０
８
０
）

・
受
付
期
限
…
平
成
　
年
１
月
　

３０

２５

日
　（木）

□
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
（
平

１８

２７

成
　
年
４
月
１
日
現
在
）

３０

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

■
１
次
試
験

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２０

（土）

□
試
験
場
所
　
勢
多
会
館
（
前
橋

市
南
町
４
の
　
の
３
）

３０

■
２
次
試
験
（
１
次
試
験
を
合
格

し
た
人
の
み
）

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
３
日
　

３０

（土）

「
３
き
り
」
の
実
践
／

　

・
　

運

動

３０

１０

県
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
課

こ
ど
も
の
国
の
お
正
月

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国

フ
ラ
イ
パ
ン
セ
ミ
ナ
ー

県
畜
産
課

��

�

自

衛

官

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
　

太
田
出
張
所
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□
試
験
場
所
　
新
町
駐
屯
地
（
高

崎
市
新
町
１
０
８
０
）

□
応
募
資
格
　
平
成
　
年
４
月
１

３０

日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有
し
　１５

歳
以
上
　
歳
未
満
の
男
子
で
中

１７

学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
人

（
平
成
　
年
３
月
卒
業
者
ま
た

３０

は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

修
了
者
見
込
み
の
人
を
含
む
）

□
受
付
期
限
　
平
成
　
年
１
月
９

３０

日
　（火）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
緯
　
・
４５

５
５
６
３
）
へ
。

　
今
回
募
集
す
る
団
地
な
ど
詳
細

は
、
募
集
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

□
対
象
（
収
入
制
限
あ
り
）

・
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
、
親
族

と
入
居
す
る
予
定
の
人

・
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
県

住
宅
供
給
公
社
（
〒
　
０
０
２

３７１

５
　
前
橋
市
紅
雲
町
１
の
７
の

　
）
に
郵
送
で
申
し
込
む

１２
□
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場

所
　
建

築

課
（
２

階
　

番

窓

１１

口
）
、
県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土

木
事
務
所

□
申
込
期
間
　
平
成
　
年
１
月
４

３０

日
　
～
　
日
　

（木）

１８

（木）

□
入
居
可
能
日
　
平
成
　
年
４
月

３０

１
日
　（日）

※
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.g
u
n
m
a
-jk
k
.o
r.j

p
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳

し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
（
緯
０

２
７
・
２
２
３
・
５
８
１
１
）
へ
。

　
町
で
は
、
睡
眠
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
研
修
会
と
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
「
骨
コ

ツ
健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.tow
n
.oizu

m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
】
 

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２３

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
内
容
　
睡
眠
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

□
講
師
　
 井
  内
  信
  吾
 氏
（
一
般
社

い
 
う
ち
 
し
ん
 
ご

団
法
人
ロ
カ
ー
レ
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
睡
眠
指
導
者
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１６

日
　（火）

【
骨
コ
ツ
健
康
教
室
】

　
骨
密
度
が
低
く
て
お
悩
み
の
人

に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

３１

（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
内
容

・
骨
折
予
防
ド
ッ
ク
（
骨
密
度
や

簡
単
な
体
力
測
定
で
骨
折
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
）

・
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
講
話
と

運
動
の
紹
介

□
講
師
　
慶
友
整
形
外
科
病
院
の

医
師
お
よ
び
理
学
療
法
士
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
で
、
町
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
骨
密
度
検
診
で
要

精
検
・
要
指
導
と
な
っ
た
女
性

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

２６

日
　（金）

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
室
内
履
き
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

　
町
で
は
、
人
権
問
題
の
解
決
を
め

ざ
し
、
地
域
や
職
場
で
の
啓
発
活
動

を
実
践
す
る
指
導
者
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
人
権
教
育
指
導

者
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
１

回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
（s

yo
g
a
i-g
a
k
u
syu
@
to
w
n
.o
izu
m
i.

g
u
n
m
a
.jp

）
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n

m
a
.jp
/

）
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１７

日
　
　
　

（水）

□
費
用
　
無
料

■
１
回
目

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２３

（火）

□
演
題
　
「
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い

て
　
～
い
つ
ま
で
も
あ
な
た
ら
し

く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
～
」

□
講
師
　
 山
  田
 　
 宏
 氏
（
社
会
福

や
ま
 
だ
 

ひ
ろ
し

祉
法
人
視
覚
障
害
者
福
祉
会
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
明

光
園
園
長
）

■
２
回
目

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
７
日
　

３０

（水）

□
演
題
　
「
当
事
者
が
語
る
聴
覚

障
害
　
～
手
話
で
話
す
人
た
ち

の
日
常
～
」

□
講
師
　
 堀
  米
  泰
  晴
 氏
（
県
聴
覚

ほ
り
 
ご
め
 
や
す
 
は
る

障
害
者
連
盟
）

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学

習
課
（
内
線
３
０
５
）
へ
。

　
町
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
で
は
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
８
日
　

３０

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
開
演
（
午
前

１０

９
時
　
分
開
場
）

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
「
子
ど
も
も
親
も
幸
せ

に
な
る
　
テ
キ
ト
ー
母
さ
ん
の

す
す
め
」

□
講
師
　
 立
  石
  美
  津
  子
 氏
（
子
育

た
て
 
い
し
 
み
 

つ
 

こ

て
本
著
者
・
講
演
家
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
　

□
託
児
（
１
歳
以
上
）
申
込
方
法
　

平
成
　
年
１
月
　
日
　
ま
で
に

３０

１７

（水）

認
定
こ
ど
も
園
み
よ
し
幼
稚
園

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
認
定
こ
ど
も
園
み
よ

し
幼
稚
園
（
緯
　
・
３
９
３
５
）へ
。

６２

情報情報くらしの
Information
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町
で
は
、
み
ん
な
の
子
育
て
セ

ミ
ナ
ー
「
子
育
て
を
も
っ
と
楽
し

く
！
　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講
座
　
～
怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
方
法
～
」
を
開
催
し

ま
す
。

□
期
日
・
演
題

・
平
成
　
年
１
月
　
日
　
…
ア
ン

３０

２０

（土）

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門

・
平
成
　
年
２
月
３
日
　
…
叱
り

３０

（土）

方
と
怒
ら
な
い
体
操

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
大
会
議
室

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
子
育
て
や
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か
せ

る
、
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
の
感
情

と
上
手
に
つ
き
合
う
方
法
を
具

体
的
に
学
び
ま
す

□
講
師
　
 小
  谷
 こ
ず
 ゑ
 氏
（
子
育

こ
 
た
に
 

え

て
支
援
ぽ
か
ぽ
か
ハ
ー
ト
代

表
）

□
対
象
　
子
ど
も
を
持
つ
親
お
よ

び
関
心
の
あ
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

E
メ
ー
ル
（g

a
kyu
jim
u
sh
itsu
@

to
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.t

o
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
で
申

し
込
む
（
E
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
場
合
、
タ
イ
ト
ル
は
「
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
申
込
」
と

し
、
本
文
に
保
護
者
氏
名
、
お

子
さ
ん
の
氏
名
（
学
年
）
、
住
所
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
あ

わ
せ
て
明
記
す
る
）

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１９

日
　
　
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

（金）
託
児
を
利
用
す
る
人
は
、
平
成

　
年
１
月
　
日
　
　
午
後
５
時

３０

１０

（水）

ま
で
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
を

抱
え
て
し
ま
っ
た
と
き
「
法
律
相

談
は
ど
う
や
っ
て
行
う
の
」「
実
際

の
手
続
き
は
ど
う
や
っ
て
進
ん
で

い
く
の
」
と
不
安
に
思
う
こ
と
も

多
い
は
ず
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
、
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
問
題
に
つ
い
て
法

律
相
談
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
８
日
　

３０

（木）

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
演
題
　
知
っ
て
お
き
た
い
！
　

弁
護
士
が
教
え
る
法
律
基
礎
知

識
□
講
師
　
 神
  尾
  真
  澄
 氏
（
川
合
晋

か
み
 
お
 

ま
 
す
み

太
郎
法
律
事
務
所
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
６３

３
９
２
１
）
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n

m
a
.jp
/

）
か
ら
申
し
込
む
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
ら
申
し
込
み
の
際
は
、

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
申

込
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
生
後
６

か
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
託
児
を
行
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
平
成
　
年
１
月
　
日

３０

２５

　
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

（木）い
。
当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
内
線

２
１
３
）
へ
。

　
館
林
厚
生
病
院
で
は
、
認
知
症

を
テ
ー
マ
に
、「
第
　
回
館
林
邑
楽

１１

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
３
日
　

３０

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

□
場
所
　
館
林
市
三
の
丸
芸
術

ホ
ー
ル
（
館
林
市
城
町
１
の
２
）

□
主
催
　
館
林
厚
生
病
院

□
内
容
　
認
知
症
を
知
る
　
～
身

近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
～

・
現
状
報
告
…
地
域
の
現
状
報
告

・
特
別
講
演
…
認
知
症
と
認
知
症

の
人
を
理
解
し
た
生
活
支
援
　
～

な
じ
み
あ
る
生
活
の
大
切
さ
～

□
講
師

・
現
状
報
告
…
 須
  田
  修
  之
 氏
（
館

す
 

だ
 
よ
し
 
ゆ
き

林
厚
生
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
室
・
作
業
療
法

士
）
、
 内
  田
  美
  幸
 氏
（
館
林
市
役

う
ち
 
だ
 

み
 
ゆ
き

所
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係
・
保
健
師
）

・
特
別
講
演
…
 永
  島
 　
 徹
 氏
（
Ｎ

な
が
 
し
ま
 

と
お
る

Ｐ
Ｏ
法
人
風
の
詩
、
社
会
福
祉

事
務
所
「
風
の
さ
さ
や
き
」
、
デ
イ

ホ
ー
ム
「
風
の
さ
ん
ぽ
道
」
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー「
南
風
」
代
表
）

□
定
員
　
５
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
に
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
経

営
企
画
課
（
緯
　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２

　
ス
バ
ル
地
域
交
流
会
事
務
局
で

は
、「
さ
か
な
く
ん
」
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　

３０

２５

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
開
場
）

□
場
所
　
太
田
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
（
太
田
市
飯
塚
町
２
０
０
の

１
）

□
定
員
　
８
０
０
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
郵
便
往
復
は
が
き

で
ス
バ
ル
地
域
交
流
会
事
務
局

（
〒
　
８
５
５
５
　
太
田
市
ス

３７３

バ
ル
町
１
の
１
）
へ
申
し
込
む
。

２
人
分
申
し
込
む
場
合
は
、
人

数
と
い
っ
し
ょ
に
行
く
人
の
氏

名
を
明
記
す
る

・
往
信
裏
面
…
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

・
返
信
裏
面
…
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
明
記

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

２２

日
　
　
消
印
有
効

（月）

□
費
用
　
無
料

※
平
成
　
年
２
月
上
旬
に
抽
選
結

３０

果
を
連
絡
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ス
バ
ル
地
域
交
流
会
事
務
局
（
緯

　
・
２
０
１
１
）
へ
。

２６

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く
！

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

国
際
協
働
課

「
さ
か
な
く
ん
」
講
演
会

ス
バ
ル
地
域
交
流
会
事
務
局

館
林
邑
楽
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

館
林
厚
生
病
院
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情報情報くらしの
Information

なんて

　いうの
かな？

なんて

　いうの
かな？

なんて

　いうの
かな？

情報情報くらしの
Information

　
県
立
自
然
史
博
物
館
で
は
、
サ

イ
エ
ン
ス
・
サ
タ
デ
ー
「
動
物
糸

電
話
を
つ
く
ろ
う
」
と
自
然
史
講

座
「
き
の
こ
の
自
然
誌
」
を
開
催

し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
県
立
自
然
史
博
物
館

（
富
岡
市
上
黒
岩
１
６
７
４
の

１
）

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
人
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付

き
添
い
が
必
要
）

□
費
用
　
無
料

【
動
物
糸
電
話
を
つ
く
ろ
う
】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
６
日
、

３０

　
日
、
　

日
、
　

日
（
い
ず
れ

１３

２０

２７

も
土
曜
日
）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
３
時
（
午

後
１
時
　
分
受
付
開
始
）

３０

□
内
容
　
動
物
の
耳
は
い
ろ
い
ろ

な
形
を
し
て
い
ま
す
。
耳
の
形

の
違
い
に
は
音
を
聞
き
分
け
る

た
め
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
動

物
た
ち
の
耳
の
仕
組
み
に
つ
い

て
学
び
、
動
物
の
糸
電
話
を
作

り
ま
す

□
講
師
　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

３０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

【
き
の
こ
の
自
然
誌
】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２１

（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
３０

□
内
容
　
キ
ノ
コ
は
小
さ
く
目
立

ち
ま
せ
ん
が
、
実
は
森
の
成
り

立
ち
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で

す
。
胞
子
や
菌
糸
の
働
き
、
植

物
と
共
生
す
る
様
子
な
ど
、
キ

ノ
コ
の
秘
密
に
迫
り
ま
す

□
講
師
　
 吹
  春
  俊
  光
 氏
（
千
葉
県

ふ
き
 
は
る
 
と
し
 
み
つ

立
中
央
博
物
館
植
物
学
研
究
科

長
）

□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
立
自
然
史
博
物

館
へ
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
県
立
自
然
史
博
物

館
（
緯
０
２
７
４
・
　

・
１
２
０

６０

０
）
へ
。

　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
で
は
、「
星

空
さ
ん
ぽ
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２０

（土）

□
時
間
　
午
後
６
時
～
８
時
　
分
３０

□
場
所
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

（
高
山
村
中
山
６
８
６
０
の
　
）
８６

□
内
容
　
天
体
観
測
に
役
立
つ
目

印
や
星
座
の
探
し
方
を
紹
介
し

ま
す

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

□
入
館
料
　
一
般
３
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は
無

料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
行
が

困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車
場
と

会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
緯

０
２
７
９
・
　
・
５
３
０
０
）
へ
。

７０

　
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、「
れ
き

は
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　

年
１
月
４
日

３０

　
、
５
日
　
、
６
日
　
、
７
日

（木）

（金）

（土）

　
、
８
日
　
、
　

日
　
、
　

日

（日）

（月）

１３

（土）

１４

　
、
　

日
　
、
　

日
　
、
　

日

（日）

２０

（土）

２１

（日）

２７

　
、
　

日
　

（土）

２８

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１０

３０

３
時
　
分
（
開
催
時
間
中
は
、

３０

い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

□
場
所
　
県
立
歴
史
博
物
館
（
高

崎
市
綿
貫
町
９
９
２
の
１
）

□
内
容
　
昭
和
な
プ
ラ
バ
ン
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
立
歴
史
博
物
館

（
緯
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２
）

へ
。

大泉町には南米系をはじめとする多くの

外国籍の人が生活しています。このコーナーでは、

身近なコミュニケーションツールのひとつとして役立つ

簡単な言葉を、日本語・英語・ポルトガル語で紹介していき

ます。今回は防災に役立つワンワードです。

 消  防  車  を  呼  ん  で ！
Shou Bou Sya Wo Yo n De

 Chame   o   Corpo   de  
シャメ オ コールポ デ

 Bombeiro ！
ボンベイロ

 Ｃａｌｌ   １ 
コール ワン

 １ 
ワン

 ９ ！
ナイン

日本語

英 語

ポルトガル語

　今月のワンワード

消防車を呼んで！

動
物
糸
電
話
を
つ
く
ろ
う
／

き

の

こ

の

自

然

誌

県
立
自
然
史
博
物
館

星

空

さ

ん

ぽ

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

れ
き
は
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

県
立
歴
史
博
物
館
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県
で
は
、
災
害
時
に
言
葉
の
支

援
が
必
要
な
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、

館
林
市
お
よ
び
（
社
福
）
日
本
国

際
社
会
事
業
団
と
共
催
で
「
災
害

時
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
館
林
市
 郷
  谷
 公
民
館

さ
と
 

や

（
館
林
市
 当
  郷
  町
 ２
１
８
）

と
う
 
ご
う
 ち
ょ
う

□
講
師
　
 柴
  垣
 　
 禎
 氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

し
ば
 
が
き
 

た
だ
し

法

人

多

文

化

共

生

マ

ネ

ー

ジ
ャ
ー
全
国
協
議
会
理
事
）

□
対
象
　
日
本
語
と
ほ
か
の
言
語

で
の
日
常
会
話
が
可
能
で
、
２

回
と
も
参
加
で
き
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
館
林
市
役
所
市
民

協
働
課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
　
・
３
２
９
７
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
（k

７２

yo
d
o
@
city.ta

te
b
a
ya
sh
i.g
u
n
m

a
.jp

）
、
県
人
権
男
女
・
多
文
化

共
生
課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
７
・
２
２
０
・
４
４
２

４
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
（jin

ke
n
ka
@
p

re
f.g
u
n
m
a
.lg
.jp

）
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１７

日
　（水）

□
費
用
　
無
料

■
第
１
回

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

３０

２１

（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時
　
分
３０

（
午
後
０
時
　
分
受
付
開
始
）

３０

□
内
容
　
災
害
時
外
国
人
支
援
の

現
状
・
課
題
、
災
害
時
多
言
語

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
ほ
か

■
第
２
回

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　

３０

１１

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１０

３０

４
時
（
午
前
　
時
受
付
開
始
）

１０

□
内
容
　
避
難
所
想
定
訓
練
、
非

常
食
訓
練
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
館
林
市
役
所
市
民
協

働
課
（
緯
　
・
４
１
１
１
）
ま
た
は
県

７２

人
権
男
女
・
多
文
化
共
生
課
（
緯
０

２
７
・
２
２
６
・
３
３
９
６
）へ
。

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
６

回
緑
化
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
８
日
　

３０

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
平
成
　
年
１
月

３０

　
日
　
　
午
前
８
時
　
分
～

２２

（月）

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医
耳  鼻  科外　　科内　　科月 日

当番医はありません。各医療機関にお問い合わせください。１２月２９日晶

　　　　　
澤田皮膚外科
館林７０・７７０３

橋田内科クリニック
館林７２・０００１

うえの医院
館林７２・３３３０

田沼内科医院
邑楽８８・７５２２

１２月３０日松

　　　　　
堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

横田胃腸科内科
館林７２・４９７０

館林厚生病院
（小児科のみ）
館林７２・３１４０

福田ペインクリニック
明和８４・１２３３

１２月３１日掌

　　　　　
田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

館林記念病院
館林７２・３１５５

館林厚生病院
（小児科のみ）
館林７２・３１４０

富士クリニック　ペインクリニック
大泉２０・１９７１

平成３０年
１月１日捷

　　　　　
高木整形外科
（午前のみ）
大泉６２・６６１１

松井内科医院
館林７５・９８８０

館林厚生病院
（小児科のみ）
館林７２・３１４０

ましも内科・胃腸科
大泉６２・２０２５

１月２日昇

　　　　　
井上整形外科医院
板倉８２・１１３１

堀越医院
館林７３・４１５１

藤原医院
邑楽８８・７７９７

寺内医院
邑楽８８・１５１１

１月３日昌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

慶友整形外科病院
館林７２・６０００

さくらクリニック
館林７２・３８５５

蜂谷病院
大泉６３・０８８８

１月７日掌

　　　　　
海宝病院

館林７４・０８１１
館林記念病院
館林７２・３１５５

小西医院
千代田８６・２２６１

１月８日捷

　　　　　
堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

たけい小児科・アレルギー科
（小児科のみ）
館林７６・２５２５

福田ペインクリニック
明和８４・１２３３

１月１４日掌

川田耳鼻咽喉科医院
館林７２・３３１４

田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

横田胃腸科内科
館林７２・４９７０

竹越医院
明和８４・３１３７

１月２１日掌

　　　　　
高木整形外科
（午前のみ）
大泉６２・６６１１

こやなぎ小児科医院
（小児科のみ）
館林８０・２２２０

富士クリニック　ペインクリニック
大泉２０・１９７１

１月２８日掌

◆１２月３１日掌・平成３０年１月１日捷・２日昇の館林厚生病院は、小児科のみの診療で診療時間は午前９時～１１時、午後２時～３時までです。
◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時です。
◆歯科は、館林邑楽歯科保健医療センター（緯７３・８８１８）が担当します（診療時間は午前９時～正午、午後１時～３時）。
◆小児科や婦人科は、午前中のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外・夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。
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北保育園給食レストラン

大きな声で
いただきま～す！

町発足６０周年記念大泉町勤労者美術展

恵比寿講

日頃の学習の成果を
披露しました

大泉保育福祉専門学校「はぐくみ祭」

よぉ～っ！
いいことがありますように
１１月１９日・２０日、西宮神社で「恵比寿講」が

行われました。境内では、熊手やお宝などの露

店が並び、にぎわいを見せていました。また、

お楽しみ抽選会も同時開催され、家内安全や商

売繁盛を願う多くの参拝客が訪れていました。

なお、来年は１１月１９日のみの開催となります。

１１月２５日・２６日、いずみの杜で「町発足６０

周年記念大泉町勤労者美術展」が開催されまし

た。力作の絵画や書道、写真、手工芸など数多

くの作品が展示され、訪れた人は「迫力のある

ものや、細かい作業の作品がとても多いですね」

と話し、一つひとつ作品に見入っていました。

１１月２２日、北保育園で給食レストランが開催

され、地域のお年寄りや多くの親子が参加しま

した。子どもたちから大人気の北保育園特製カ

レーライスなどが振る舞われ、元気よくいただ

きますをした後は、保育園自慢のおいしい給食

を完食し、楽しく交流をすることができました。

１１月２５日、大泉保育福祉専門学校で「はぐく

み祭」が開催されました。保育科による発表で

は読んでいる絵本から飛びだした大きなキャラ

クターに子どもたちは大喜び！　福祉科による

介護体験教室なども行われ、子どもから大人ま

で多くの人が来場していました。

忙しいなかで制作した
皆さんの力作が大集合
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町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

ヘルシー鶏肉を食卓へ

鶏むね肉は低カロリー・低脂肪・高タンパク

が特徴。筋力維持や女性の美活にピッタリの

食材です。むね肉には疲労回復を助けるアミ

ノ酸「イミダペプチド」が多く含まれています。

【材料（４人分）】

２枚鶏むね肉

５０呪酢

５０呪しょうゆ

大さじ３砂糖

２株チンゲン菜

【１人分栄養価】

２８９kcalエネルギー

２０.８ｇたんぱく質

１７.３ｇ脂質

９.３ｇ糖質

０.６ｇ食物繊維

２.０ｇ食塩相当量

食生活改善推進員　 窪  田  君  子 
くぼ た きみ こ

（左）さん、 宇  田  淑  江 さん
う だ よし え

 鶏 肉の甘酢煮
とり

【作り方】

虚酢、しょうゆ、砂糖は鍋に入れ、その中に鶏肉を皮を下にして入れて

強火で煮る。沸騰したらすぐに弱火にして、そのまま１０分間煮る（ふ

たはしない）。

許鶏肉を裏返し、１０分煮る。

距さらにもう一度裏返して２分煮る（焦げないように注意する）。

鋸チンゲン菜は４等分に切り、熱湯で色よく 茹 で、ザルに広げて冷ます。
ゆ

漁皿に鶏肉とチンゲン菜を盛り付ける。
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約
２
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月
前
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ら
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っ
と
光
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く
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性
を
秘

め
た
宝
石
の
「
原
石
」
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
、
緊
張
し
て
い

る
様
子
を
決
し
て
見
せ
る
こ
と

な
く
、
ラ
ン
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イ
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と
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に
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は
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手
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た
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今
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